
そ
う
し
た
眼
で
も
う

一
度
、『
天
龍
村
史
』
下

巻
（
平
成
１２
年
）
を
見

直
す
と
、
下
巻
５
５
４

�
の
保
険
医
療
の
医
者

の
項
目
に
「
坂
部

大

杉
章
喜

明
治
二
十
五

年
四
月
生
〜
昭
和
二
十

二
年
二
月
二
十
八
日
没

大
正
初
年
日
本
医
学

校
卒
業

大
正
三
年
医

師
国
家
試
験
合
格
と
同

時
に
坂
部
で
開
業

永

命
堂
医
院
と
称
し
た
。

僻
地
住
民
の
医
療
に
貢

献
、
断
食
療
法
を
ほ
ど

こ
し
、
の
ち
に
、
中
井

侍
へ
分
院
を
置
い
た
。

乗
降
駅
の
中
井
侍
駅
か

ら
分
院
ま
で
は
患
者
が

列
を
な
し
た
。
内
科
、

脳
脊
髄
神
経
科
専
門
。

※
出
張
診
療
所
を
平
岡

村
高
瀬
と
愛
知
県
富
山

村
大
谷
に
お
い
た
時
期

も
あ
る
」
と
い
う
記
述

が
あ
っ
た
。

ま
た
同
書
下
巻
８
２

２
�
の
民
俗
編
の
大
森

山
諏
訪
社
の
記
述
の
中

に
次
の
一
文
も
確
認
で

き
た
。「
諏
訪
社
の
成
り

立
ち
に
つ
い
て
家
伝
記

に
は
、
文
和
元
年
（
一

三
五
二
）
に
熊
谷
家
初

代
貞
直
が
手
塚
光
盛
末

孫
の
老
婆
が
も
つ
「
当

国
之
一
ノ
宮
諏
方
大
明

神
之
本
地
普
賢
尊
」
を

諏
訪
明
神
と
し
、
永
享

四
年
（
一
四
三
二
）
に

ま
つ
っ
た
の
を
は
じ
ま

り
と
し
て
い
る
。
最
初

に
老
婆
が
ま
つ
っ
て
い

た
地
は
「
宮
の
本
」
で

あ
っ
た
が
大
森
山
に
遷

さ
れ
た
。（
中
略
）
ゆ
か

り
の
地
宮
の
本
に
は
、

昭
和
十
四
年
に
坂
部
の

大
杉
と
い
う
医
師
が

「
宮
の
本
神
社
」
を
創

建
し
た
。
竣
工
鎮
座
祭

に
は
昼
は
弓
で
に
ぎ
わ

い
、
夜
は
富
山
村
山
中

の
獅
子
神
楽
が
舞
っ
た

と
い
う
。
石
垣
が
現
在

も
痕
跡
を
と
ど
め
て
い

る
」
と
あ
っ
た
。「
大
杉

と
い
う
医
師
が
」
云
々

は
、
坂
部
神
原
の
者
で

あ
れ
ば
大
杉
章
喜
で
あ

る
こ
と
は
説
明
す
る
ま

で
も
な
か
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
『
天
龍
村

史
』
下
巻
５
５
４
�
と

８
２
２
�
は
そ
れ
ぞ
れ

執
筆
者
が
別
で
リ
ン
ク

し
て
い
な
い
の
で
、
大

杉
章
喜
の
業
績
は
、
医

業
と
神
社
再
建
と
い
う

文
化
的
な
地
域
起
こ
し

が
、
分
断
さ
れ
た
ま
ま

に
記
録
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
よ
う
だ
。

神
原
の
大
杉
家
は
、

幕
末
ま
で
坂
部
の
熊
谷

家
の
重
臣
、
縁
戚
関
係

も
あ
り
、
明
治
以
降
も

本
家
は
神
原
の
領
主
だ

っ
た
。
大
杉
章
喜
は
そ

の
分
家
と
し
て
坂
部
に

生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
明
治
期
に
な
っ
て

熊
谷
家
か
ら
大
杉
家
に

返
却
さ
れ
た
「
家
伝

記
」
を
読
む
機
会
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
手
塚

光
盛
末
孫
の
老
婆
が
鎌

倉
時
代
末
に
最
初
に
祀

っ
た
と
い
う
大
杉
の
領

地
「
当
国
之
一
ノ
宮
諏

方
大
明
神
之
本
地
」
で

あ
る
「
宮
之
本
」
神
社

の
再
興
を
意
図
し
た
の

で
あ
る
。
折
し
も
昭
和

１５
年
の
紀
元
２
６
０
０

年
の
復
古
主
義
の
元
、

紀
元
節
に
は
全
国
の
１１

万
も
の
神
社
に
お
い
て

大
祭
が
行
わ
れ
、
展
覧

会
、
体
育
大
会
な
ど

様
々
な
記
念
行
事
が
外

地
を
含
む
全
国
各
地
で

催
さ
れ
た
。
こ
の
大
杉

章
喜
の
再
興
し
た
「
宮

之
本
大
神
宮
」
も
そ
う

し
た
流
れ
の
中
で
捉

え
、
検
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
再

建
の
５
年
後
に
敗
戦
、

そ
の
後
の
革
命
と
も
い

っ
て
い
い
土
地
政
策
に

よ
る
地
主
層
の
経
済
の

貧
窮
、
さ
ら
に
昭
和
２２

年
２
月
の
大
杉
章
喜
５５

歳
の
突
然
の
死
で
彼
の

「
宮
之
本
」
神
社
は
衰

微
の
一
途
を
辿
る
こ
と

に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
大
杉
章
喜

の
仕
事
は
こ
れ
で
判
明

し
た
訳
で
は
な
い
。
僻

地
で
の
医
業
と
あ
わ

せ
、
再
検
証
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば

か
り
、
足
の
怪
我
が
癒

え
た
ら
「
当
国
之
一
ノ

宮
諏
方
大
明
神
之
本

地
」
で
あ
っ
た
神
原
の

「
宮
之
本
」
神
社
跡
地

を
訪
れ
て
み
よ
う
と
思

う
。

�
�
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急斜面を切り開いて造営された社殿

射場もあった

富山村から駆けつけた獅子神楽
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